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センターだより

負担金の改訂について

大阪大学大型計算機センターでは別にお知らせしたように50年 4月から負担令を改訂するこ

とになりました。平た＜云えば値上げになります。インフレのため研究費が苦しい時に値Kげ

するのはまことに心苦しい次第です。御了解をいただくために，センターの実情を説明してお

きたいと思います。

.. 予言で云えば，センターもインフレに直撃されたという他ありません。昭和50年度に大阪大

学大型計算機センターの運営に必要な経費は，連転時間によりますが， 49年度並みに年間4000

時間程度の運転をするとして，年間約 1億1000万円程度と予想されます。(49年度は約9000万円

でした；；これに対し，政府から運営費として来る予算は約4000万円しかありません。この差額

を負担金で賄わねばなりません。元米，政府からの運営費は，官庁の晋通の勤務時間内の連転

をすることを前提として算廿iされていました。ところが，その金額はセンター設立当時から同

ーで，物価の上昇が考應に入れられていなかったため，ここ 2-3年は月 200時間程度の運転

に対しても赤字になる額でした。昨年やっと卜として遣力料の価上げを考慮した補」E予算がつ

き， 50年度もその分だけ前より増したのですが，赤字であることに変わりはありません。文部

省もそれは認めていますが，ある程度の受益者負担を行うべきだという考え方のようです。

50年度連営費 1億1000万円のtな内容は，概算で云いますと，光熱水料（ほとんど屯力料）

が約2000万f月（政府よりの示達予算は約1500万円），消耗品費 (lことしてラインプリンター用紙。

その他，磁気テープ，カード，プリンター用インクリボン等）が約2200万円（示達予窟は、約

1600万円），計算機システム借料補足（システムのレンタル料として年間約 1億5000万円が来ま

すが，それに補足して，カード穿孔機や NEACタイパーなどを借りています）が約 800万円

（示達予算はもちろん()), 通信運搬費 (::f'.としてカード・デック等の輸送経費）が約1000万円

（示達予算は約 400万1月），非常勤職員（データ・ステーションにいます）やパート・ タイマー

の人件費約1000万円（示達予算はもちろん()),定周波定遣圧装漑や空調装置などの保守契約が

約 600万円（示達予算は約50万円），ニュースや手引きなどの印刷費が約 500万円（示達予算約

40万円），夜間運転の人件費が約2000万円（示達予算はもちろん 0),その他センターのこまごま

した費用などです。

この中で—•番深刻なのは夜間連転です。御承知のように，当センターでは夜間連転をしなけ

れば利用者のジョブを捌くことができません。夜間の連転はオペレーション会社と契約をして

作業を依託しています。ところで，昨年の夏頃から，その会社が労働事情を理由に夜間の作業

を引受けることが非常に困難である旨を申入れてきました。いろいろ折衝の結果，夜間運転は

続けられることになりましたが，実質的には相当の値Lげを認めざるを得なくなりました。こ

のため， 50年度も従来通りの方法で従来程度の夜間連転をするとすれば，前記のような翁額が

必要になります。これは従米に比べて大幅な支出増となるわけです。

こういう情勢に対し，センターでは夜間連転に際してできるだけ人手を必要としないですむ
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ような設備と連用とを計画していますが，何時頃から，又どの程度実施できるかの見通しはま

だはっきりしません。このため， 50年度の夜間運転経費として一応前記の金額を予定しました。

この必要経費に対し，従米の負担金体系ですと大幅な赤字を出すことになります。もちろん，

夜間運転を止めるか大幅に減らせば何とかやって行けないこともありませんが，現在の需要か

ら兄ればそれは非現実的なことです。これらの事情のため，止むを得ず負担金を値上げせざる

を得なくなりました。御了解をいただきたいと思います。センターはできるだけ処理能力を向

J: し, •••. 方では経費の節約に努めるつもりです。なお，参考までに他センターの負担金体系を

表に示しました。

今年は10月頃からシステム1IIの主記憶がIMCに増強されます。これによる処理能力の増加

は 2割程度であろうと予想しております。この程度の能力増では焼石に水なので，センターは

引続き増強のための予算要求をして行く方針です。御協力を御願いします。
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各センター利用負担金体系

利用者 Ii. 5ドl/ I 
15UODまで
i l円/UOD・II! ! 0. 00511]/ I lOOl'l/11 

KB・ 月I 15UOD以J:I KB・時 1 '+101月／
411]/UOD・日

ファイル

バッチ処理 パッチ処理と バソチ処理と バッチ処理と

と同じ 同じ 同じ 同じ

リモート・ 1tこだし出力経 ただし人出力 ただし出力経 ただし演罪経
費はセンター は会話型コマ 費は七ンター ，tだ1よ1.5ftl・ 
出力について ンドで行われ 廿',}JIこついて 出力経費はセ

バッチ処狸 Iのみ適用 るため，会話 のみ適用 ンター出力に

型処理の経費 ついてのみ適

が加罪される 用

リモ ト.Iゞ 課題毎に リモート・パ バ＇）チ処理と

ッチと同じ 10011]//l ッチと同じ 同じ

その他に端末 スタ ト及び その他に接続 ただし演罪経

接続時間 1分 ラン—コマンド II寺IHl1グトにつ 1~t;J: 2 fff 
につき 2円 毎に10円+1 き3円

円／秒

他はバッチと

/f,]じ。ただし
出力経費はセ

Ill ンター出力に
会話型処理 I ' iついてのみ適 コア占有係数

用 45kwまで 0.8

その他に端末 45-90kw 1. 0 

保有負担経費 90kw↓ :J, l: 1.1 

500bpsまでの
ものは 2,000

I'll月
500 bpsU !: O) 
ものは 5,000
円／月
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(II召f!I501f4月現在）

大

バソチ処理と パッチ処理と

同じ 詞じ

た：t:. し出力経 ただし出力経
費は端末出力 費は端末出}J
（こついて0.o:, は2円／枚
円m センター出力

センタ 出力 0)且),¥fi'-1よIゞッ

の場合はバソ チと同じ

-1-と同じ

リモート・バ 20円／会話＋
ッチと同じ 1円／秒
ただし演麻経

'1/{iま1.5倍
翡iオ計L¥}Jしt
() .2[1]/fj・ 

12) 

コア占H係数
20kwまで 0.9
20-10kw 1. 0 
40-60kw 1. I 
G0-80kw 1. 2 
80-lOOkw L 4 
!OOkw以J:.1.8 

1円/l5KB・II

基本経費

20円／ジョプ

端末出力は

1 11]/24 fi 
（センタ内

端末の場合は

ll'l/5jf・) 
他はバッチ処

f'llと同じ

パッチ処理と

同じ

ただし演罪経

i'i1よ2!許~
その他に端末

思考時間:io秒
につき l円

13) 

コア占有係数

0. -1+0. 01 
Xコア占有

/kw 



LP用紙の変更について

このことについては，速報No.29で，利用者等に差支えなければLP用紙の灰色線を青色線に

変更する予定である旨を，お知らせしましたが，その後，会計的に再検討した結果，変更は当

分の間見合わすことになりましたので御了承願います。
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センターからのおねがい

セニワ—には特帰ってくれないし）

ストの山ができていることl践号
で申し上ヴたとおりであリ告す。

ところがその後もリストの山ほ
灌え続はセン勺—ではいよいよ
因惑してお）ます。入力したデ—9-
には彙仕：ともってリストと受敗って
いた杞さた＜重ね之あ願い申し
上げるィ士某です。
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